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　日本国際フォーラム（JFIR）会長・伊

藤憲一（右写真）が、令和４年３月14日

（享年84歳）永眠した。伊藤が中心とな

り創設したJFIRの設立35周年をまさに

見届けての安らかな旅立ちであった。

　 盂 蘭 盆 会 の７月15日 に は、The 

Okura Tokyo「オーチャード」にて、

JFIR主催のお別れ会が開催され、生前

伊藤と親交のあった各界の著名人約200

人が集い別れを惜しんだ。渡辺まゆ理

事長の挨拶（下段記事）、黙祷を捧げ

た後、伊藤の歩みを映像で振り返った。

　その後、参

列者から伊藤

に向けた弔辞

が読み上げら

れた。冒頭、

林芳正外務大

臣（左写真）

より「『 黒 海

地域諸国との

対話』を世界に先駆

けて実施するなど、

伊藤さんの『先見性』

には感服する。難題

が 山 積 する 今 日、

JFIRは、時流のシン

クタンクとして、イト

ウイズムを土台に、

日本外交の針路を示

してほしい」との、

次に田久保忠衛理事

より「伊藤さんはロシアを『力治国家』、

中国を『人治国家』、米国を『法治国家』、

日本を『和治国家』と評したが、国家の

本質を見事に捉えた言葉だ」との、最

後に神谷万丈副理事長より「先生は筋

金入りのナショナリストであり、国際協

調主義を唱えたインターナショナリスト

でもあった」との弔辞が読み上げられた。

　また、この他、小池百合子東京都知

事（ビデオ出演）、袴田茂樹評議員、ユ

イトウイズムを後世に
―渡辺まゆ理事長の開幕挨拶（写真）―

　私は22年間伊藤の傍らで仕事に従事

してきた。伊藤は24時間、「世界の潮

流はどこに向い、どのように流れてい

くのか。地球大の潮流の中で、国際社

会における日本の発言力を高めるべ

く、JFIRの役割とは何か」を絶えず

問いかけ、また、天性のインスピレー

ションと創造力をもって、常に「無」

から「有」を生み出そうと構想してい

た。それゆえ、私の携帯電話は朝晩絶

えず鳴った。

　伊藤の口癖は「事務的であれ」で、

叱咤激励のいわゆる「叱咤」に接する

機会も多かったが、今となっては懐か

しい思い出である。

　伊藤が徹底的に追究した「日本にも

シンクタンクを」という信念を、我々

は「イトウイズム」と呼び、運営にあ

たり最も大事にしている。

　この「イトウイズム」が源流となっ

て、伊藤は悲願のJFIRを創設し、計

37の『政策提言』をまとめあげ、世に

問い続けた。とりわけ、伊藤の持論で

あった「積極的平和主義」の提言は、

当時安倍晋三首相が提唱した「積極的

平和主義」にも大いに影響を与えた。

　また、JFIRの国際交流部門を担う

アン・ミルチャ・パシュク欧州議会副

議長、楊伯江中国社会科学院日本研究

所所長、石川洋鹿島建設副社長などか

ら多数の追悼メッセージが奉呈された。

その後、喪主伊藤泰子令夫人と石垣泰

司副会長による挨拶、参加者による献

花と続き、お別れ会はしめやかに執り

行われた。なお、当日会場の隣室では、

伊藤の生前の写真や愛用品などが飾ら

れたメモリアルスペースも併設された。

・・・

故伊藤憲一会長を偲ぶ

「グローバル・フォーラム」を創設し、

米、中、韓国、ASEANに加え、黒海

地域諸国、GUAMとの対話を開拓し

たほか、東アジアの地域統合を研究す

る「東アジア共同体評議会」の創設に

も尽力した。さらにe論壇「百花斉放」

という、誰もが外交、国際問題につい

て議論できる掲示板（ブログの先駆け）

も無から作り上げた。伊藤自身、e論

壇などを通じて、ロシア国家の本質を

見抜きつつ、北方領土交渉前進に向け

て対外発信し続けた（２頁参照）。

　ロシアのウクライナ侵攻などを受

け、JFIRの役割は極めて大きい。幸い

にも現在、伊藤から直接「イトウイズ

ム」を伝授された研究員がJFIRを支

えている。これら財産を糧に、伊藤の

「志」を次世代に継承すべく、天下の

公器たるJFIRの使命を果たしていく。
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伊藤憲一の著作（書籍）

・
・
・

伊藤憲一プロフィール今よみがえる伊藤語録
　生前、伊藤の言葉には、自身の半生、

経験から生まれた鋭い洞察と思考など

が散りばめられている。また、伊藤の

言葉が現在ほど迫真性を持っている時

代はない。ここに伊藤が20世紀に綴っ

た名言を、厳選し紹介する。

　「『ロシアは、謎のなかの謎のなかの

謎だ』というのは、有名なチャーチル

のことばであるが、日本人にとってもロ

シアは謎でありつづけてきたと思う。」

　「プーチン大統領は今後十年、二十年

の長期にわたり新生ロシアの建設を指

導することになり、（略）スターリンに

匹敵するロシア史上の建設者としての

位置を占めることになる予感がする。」

　「ロシア史の源流（第一段階のリュー

リック朝、第二段階のロマノフ朝）に

遡る比較が、いいかえればロシア人と

ロシア文明全体の本質的理解が、今日

よりいっそう重要になった。」

　「ロシア人は、相手が力をもってい

るから交渉するのであり、交渉目的は

正義の実現などではなく、ロシアの最

大利益の獲得あるのみ」

　「『新生ロシア』はソビエト・ロシアか

ら訣別しようとしているが、他面で帝

政ロシアに回帰しようとする側面もみら

れる。力の外交は、帝政ロシア、ソビ

エト・ロシアを貫流して変わらずに続

いてきたロシア外交の体質である。」

　「これからは『北方領土返還なしの

日露関係発展はありえない』」

　「『法と正義の原則』の通用しない相

手ということになれば、利益を与えて

取引する以外に合意達成の道はないこ

とになる。そういう相手との紛争を解

決する最後の手段は戦争となる。」

　「法治（米国）とは、『人は自由、平

等であり、契約なしに義務を負うこと

はない』の政治文化である。」「人治（中

国とは、『ある特定のひとの言うこと

だから従う』という政治文化である。

だれの言葉なのかが問題なのである。」

「和治（日本）とは、聖徳太子の『和

を以て貴しとなす』の精神である。」「力

治（ロシア）とは、『力がすべてを正

当化する』という政治文化である。」

 （上記2000年）

　「ソ連の世界戦略の底には、帝政ロ

シア時代から連綿と続く連立方程式が

ある。一つは、『不断に対外膨張をめ

ざす』であり、他の一つは『強いもの

には手を出さない』である。この方程

式を、現在の世界情勢にあてはめてみ

ると、そこに三つの答えが得られる。

まず、『強いもの』の総本家、米国には、

けっして手を出さない。日本や西欧に

も、米国がついている限り戦争は仕掛

けない。だが、圧倒的軍事力を背景と

した心理的・政治的威嚇により、その

間接支配（フィンランド化）を狙う。

そして第三世界のグレイゾーンには、

臨機応変に手を出す。」

 （上記1982年）

1938年東京

都生まれ。

1960年一橋

大学法学部

卒業、外務

省入省。

1961年ハーバード大学大学院留学。

在モスクワ、マニラ、ワシントンの日

本大使館書記官、南東アジア第一課長

を歴任。1977年外務省退官し、外交評

論活動開始。1980-2006年青山学院大

学国際政治経済学部助教授、教授。

1980-1987年米CSIS初代東京代表。

1983年日米欧加の国際交流組織「四極

フォーラム」（現グローバル・フォー

ラム：GFJ）の創立に参画。2004年よ

り代表世話人。1987年財団法人日本国

際フォーラム（JFIR）の創立に参画。

専務理事、理事長を経て、2017年より

会長。また、1999-2004年日本紛争予

防センター理事長。2004年東アジア共

同体評議会（CEAC）の創立に参画。

議長を経て、2017年より会長。2011年

カンボジア大学名誉博士号授与。
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